
　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
の
全
国

の
山
岳
遭
難
発
生
件
数
は
３
１
２
２
件（
前

年
比
１
７
６
件
増
）、
遭
難
者
は
３
６
２
３

人
（
同
２
６
６
人
増
）。
こ
の
う
ち
、
死
者

２
９
９
人
、
行
方
不
明
者
33
人
の
合
計
３

３
２
人
（
同
32

人
増
）。
負
傷

者
は
１
４
８
０
人

（
同
90
人
増
）、
無
事
救
助
が
１
８
１
１
人

（
同
１
４
４
人
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都

道
府
県
別
で
は
、
長
野
県
が
３
５
８
件
と

最
多
、
次
い
で
北
海
道
１
９
９
件
、
山
梨

県
１
９
２
件
。

　

山
岳
遭
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

①
気
象
条
件
・
体
力
・
技
術
等
に
見
合
っ

た
登
山
計
画
と
、
服
装
・
用
具
・
通
信
機

器
等
の
万
全
な
装
備
品
や
食
料
の
準
備
②

登
山
計
画
書
・
登
山
届
の
提
出
（
警
察
・

自
治
体
な
ど
へ
）

③
滑
落
・
転
落
防
止

（
手
入
れ
さ
れ
た
装

備
品
の
使
用
）
④
的
確
な
状
況
判
断
（
天

候
不
良
や
体
調
不
良
時
の
早
期
判
断
）
な

ど
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
複
数
人

で
の
登
山
を
お

勧
め
し
ま
す
。

山
岳
遭
難
の
概
況
等
に
つ
い
て


